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長寿科学の振興と展開
　愛知医科大学学長
祖父江　　逸郎
　平均寿命の伸びと，65歳以上人口の増加により，長寿社会が現実のものとなり，をれに伴う
様々な課題がとりあげられ，論議されている．わが国の平均寿命は，男性76歳女性82歳で，この
ところずっと伸び続けており，数年にわたり世界のトップの座を占め，今後もさらにのびる傾向に
ある．人生80年時代からすでに90年時代に突入しているともいわれるくらいである．また，65
歳以上人口の増加もすさまじい．総人口に占める比率7％から14％に僅か24年で達しており，そ
の期間は世界いずれの国よりも短かく，スピードが早い．こうした傾向は，今後も継続すると考え
られており，21世紀には，超高齢社会の到来が予測されている．
　21世紀に向けての生き生きとした豊かな長寿社会の構築が要望されている．そのためには，ど
んなデザインをしたらよいのか，その具体的な内容はどのようなものであるかなどについて，様々
の角度から論議検討されている．多数の超高齢者を含む長寿社会の到来はこれまでに経験したこ
とがなく，未知の世界であるだけに，具体的な対応策にはむつかしさがある．そのためには，各分
野からの英知を集め総合的に巾広い立場からの新しい体制づくりが必要である．こうした動きにこ
たえるために，長寿科学の振興と展開の必要性が強調されている．
　長寿科学は，全く新しい概念の学問領域で，老化メカニズムの解明，高齢者特有の疾病の原因の
解明と予防，診断，治療，高齢者の社会的，心理的問題の研究など，高齢者や長寿社会に関し，自
然科学から人文社会科学に至るまで，巾広い分野を総合的，学際的に研究する学問であるとされて
いる．現在，わが国でも，すでに長寿科学研究が展開され，それぞれの分野から，多数の研究者が
参加している．これまでに，ある程度の成果がみられ，長寿社会構築の一端として還元され，利用
されている．この巨大科学の中で，人間を中核に，それをとりまく自然と人工的な環境，および，
人間と環境の相互関連性など多彩な側面から追究され，年齢といった軸から長寿社会のあり方が模
索されている．こうした研究の推進にはハード，ソフト両面が必要で，国立長寿医療研究センター
やあいち健康の森などの諸施設も，その推進にあたり大きな力となることであろう．
　世界の長寿社会問題をリードする大きな原動力となるような長寿科学の振興と展開が期待され
る．
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